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2008年は1月から麻しんの流行がみられ、4月30日現在も麻しんの流行は継続しています。中学校、高

等学校、大学等、現在の好発年齢層の集団生活施設内で麻しん患者が発生した場合、初発例の段階で

適切な対策をとらなければその後の集団発生に至る可能性が高く、集団発生に至ってしまってから当該施

設に対して感染拡大防止策を実施しても、周辺地域への感染拡大を防ぐことは不可能です。そして地域

的な流行に発展してしまいますと、広範な年齢層の未接種・未罹患者に対する迅速なワクチン接種のみが、

今のところ効果を期待できる唯一の対策です。 

横浜市は3月21日から緊急対策として高校3年生以下の未接種・未罹患者に対する無料ワクチン接種を

開始しました。また、2008年4月1日より、1回しかワクチンを接種していない年齢層に対する補足的ワクチン

接種を目的とした5年間の期限付き措置として、第3期（中学校1年生相当年齢）、第4期（高校3年生相当年

齢）の定期予防接種が始まりました。接種対象者がこの機会を逃すことなく、ワクチン接種を受けることがで

きるよう、対象者自身および保護者への正確な情報の伝達とワクチン接種に関する啓発、教育委員会と健

康福祉局との緊密な連携と学校現場での積極的な接種勧奨が非常に重要です。 

 

以下に、麻しん関連情報としてのホームページに掲載されている主な項目とそのURLを挙げます。麻し

ん対策として活用してください。 

 

■横浜市における麻しん患者届出状況 (2008年)： 

http://www.city.yokohama.jp/me/kenkou/eiken/idsc/rinji/measles/measles.html  

■麻しん（はしか）流行に伴う横浜市の緊急対策について 

http://www.city.yokohama.jp/me/kenkou/oshirase/mr-kinkyu.html 

 

関連サイト 

■国立感染症情報センター麻疹（はしか） 

http://idsc.nih.go.jp/disea se/measles/index.html 
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【 感染症・疫学情報課 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


